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N
e
t
4
U
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
参
加
し
て
い
る
医
療
関
係
機
関

は
、
鶴
岡
地
区
医
師
会
に
所
属
す

る
35
診
療
所
の
ほ
か
、
鶴
岡
市
立

荘
内
病
院
、
市
立
湯
田
川
温
泉
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
な
ど
の

中
核
病
院
５
施
設
、
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
﹁
ハ
ロ
ー
ナ
ー
ス
﹂

と
﹁
き
ず
な
﹂、
介
護
老
人
保
健

施
設
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
各

１
施
設
、
調
剤
薬
局
４
施
設
、
同

医
師
会
立
の
荘
内
地
区
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
と
民
間
検
査
会
社
３
社

な
ど
。

　

電
子
カ
ル
テ
に
登
録
さ
れ
て
い

る
患
者
の
総
数
は
年
々
増
加
し
て

お
り
、
２
０
０
５
年
に
７
５
３
３

人
、
０
８
年
に
１
万
４
３
６
５
人

と
な
り
、
１
１
年
２
月
１
日
時
点

で
２
万
４
０
０
０
人
を
超
え
た
。

こ
の
う
ち
、
複
数
の
医
療
機
関
で

情
報
を
共
有
し
て
い
る
の
は
５
８

７
５
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

N
e
t
4
U
は
、
在
宅
医
療
の

分
野
で
特
に
有
効
に
機
能
し
て
い

る
。
患
者
の
在
宅
で
の
治
療
、
療

養
に
か
か
わ
る
医
療
関
係
者
は
、

主
治
医
、
訪
問
看
護
師
、
薬
剤

師
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
療
法

士
、
介
護
福
祉
士
な
ど
多
職
種
に

わ
た
る
。
そ
の
際
、
電
子
カ
ル
テ

に
は
患
者
の
基
本
情
報
以
外
に
、

医
師
の
診
察
と
薬
剤
処
方
の
内

容
、
訪
問
看
護
師
の
訪
問
時
の
処

置
、
患
者
と
の
や
り
と
り
や
受
け

た
質
問
な
ど
が
そ
の
都
度
書
き
込

ま
れ
、
情
報
が
共
有
さ
れ
る
。

　

電
子
カ
ル
テ
上
で
は
、
現
場
で

の
疑
問
や
気
づ
き
、
相
談
事
項
を

伝
え
る
こ
と
も
で
き
る
こ
と
か

ら
、
担
当
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
の
役
割

も
果
た
し
て
い
る
。

　

P
D
F
形
式
の
デ
ー
タ
や
写
真

の
フ
ァ
イ
ル
を
添
付
す
る
こ
と
で

患
者
の
様
子
や
病
状
、
患
部
の
変

化
を
目
に
見
え
る
形
で
伝
え
た

り
、
そ
の
場
で
主
治
医
に
相
談
し

た
り
、
処
置
の
指
示
を
仰
ぐ
こ
と

も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

投
薬
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
薬

剤
師
は
、
実
際
に
患
者
に
会
う
機

会
が
少
な
い
が
、
カ
ル
テ
で
処
方

内
容
の
推
移
や
症
状
の
変
化
を
見

る
こ
と
で
、
主
治
医
に
薬
の
種
類

や
量
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
提
案
す

る
こ
と
も
で
き
る
。

　

三
原
医
師
は
﹁
各
分
野
の
担
当

者
が
、
患
者
に
関
す
る
最
新
の
状

況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
非
常
に
有

用
。
在
宅
で
の
処
置
や
看
護
は
孤

独
に
な
り
が
ち
だ
が
、
ス
タ
ッ
フ
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鶴
岡
地
区
医
師
会
︵
中
目
千
之
会
長
︶
で
は
、
患
者
が
利
用
し
て

い
る
地
域
医
療
機
関
の
担
当
者
同
士
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
使
っ
て
診
療
情
報
を
共
有
す
る
シ
ス
テ
ム
﹁
N
e
t
4
U
︵
ネ

ッ
ト
･
フ
ォ
ー
･
ユ
ー
︶﹂
を
運
用
し
、
本
格
導
入
か
ら
今
年
で
10

年
目
を
迎
え
た
。
現
在
、
電
子
カ
ル
テ
の
登
録
患
者
数
は
２
万
４
０

０
０
人
を
超
え
て
お
り
、
特
に
在
宅
医
療
の
分
野
で
、
主
治
医
、
訪

問
看
護
師
、
薬
剤
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
が
情
報
共
有
や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
が
ん
患
者
の
在

宅
療
養
を
支
え
る
緩
和
ケ
ア
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
も
普
及
を
後

押
し
し
て
い
る
。
一
方
、
ま
だ
使
っ
て
い
な
い
医
療
、
福
祉
関
係
者

に
積
極
的
な
利
用
を
促
す
と
と
も
に
、
よ
り
使
い
や
す
い
シ
ス
テ
ム

へ
の
更
新
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
。
現
状
と
展
望
を
同
医
師
会
副
会

長
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
三
原
一
郎
医
師
に
聞
い
た
。

患
者
の
経
過
を
適
時
把
握

Net4U を操作する三原医師

鶴岡地区医師会 Net4U

診療情報共有の展望を聞く
在宅医療で有効活用

が
相
談
し
支
え
合
う
こ
と
で
不
安

や
負
担
の
軽
減
、
ミ
ス
の
防
止
に

も
つ
な
が
る
﹂
と
語
る
。

　

荘
内
病
院
と
医
師
会
が
中
心
と

な
っ
て
進
め
て
い
る
緩
和
ケ
ア
を

提
供
す
る
態
勢
づ
く
り
も
、
N
e

t
4
U
の
普
及
に
プ
ラ
ス
に
働
い

て
い
る
と
い
う
。

　

緩
和
ケ
ア
で
は
、
が
ん
患
者
が

直
面
す
る
心
身
の
苦
痛
を
取
り
除

き
、
生
活
の
質
を
保
ち
な
が
ら
自

分
ら
し
く
過
ご
す
こ
と
を
重
視
す

る
。
こ
の
た
め
、
患
者
は
在
宅
療

養
に
向
か
う
ケ
ー
ス
が
多
く
、
病

院
の
専
門
医
、
地
域
の
か
か
り
つ

け
医
、
看
護
、
介
護
な
ど
各
分
野

の
連
携
が
不
可
欠
に
な
る
。

　

専
門
医
は
退
院
時
、
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
の
内
容
と
と
も
電
子
カ
ル

テ
を
作
成
し
、
か
か
り
つ
け
の
診

療
所
に
紹
介
す
る
。
こ
れ
ま
で
病

院
側
で
は
、
退
院
後
の
患
者
の
経

過
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
把
握
す
る
の

は
難
し
か
っ
た
が
、
N
e
t
4
U

は
そ
れ
を
可
能
に
し
、
病
状
の
急

変
時
や
難
し
い
判
断
が
求
め
ら
れ

る
状
況
に
も
対
応
で
き
る
。

　

一
方
、
三
原
医
師
が
課
題
と
し

て
挙
げ
る
の
は
、
N
e
t
4
U
に

か
か
わ
る
医
療
、
福
祉
関
係
機
関

の
数
が
伸
び
な
い
こ
と
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
し
て
カ

ル
テ
を
活
用
し
て
い
る
診
療
所
は

35
施
設
。
共
有
が
必
要
な
い
診
療

科
目
も
考
え
ら
れ
る
が
、
同
医
師

会
に
所
属
す
る
診
療
所
は
約
１
０

０
施
設
あ
り
、
全
体
の
30
％
程
度

の
参
加
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

三
原
医
師
は
﹁
N
e
t
4
U
を

使
う
こ
と
に
よ
っ
て
仕
事
が
楽
に

な
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
上
、

法
律
上
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
従

来
の
紙
の
カ
ル
テ
と
併
せ
て
二
重

登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題

が
あ
り
、
作
業
の
手
間
が
増
え
て

し
ま
う
﹂
と
要
因
を
分
析
す
る
。

　

た
だ
、
最
近
に
な
っ
て
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
や
介
護
ス
タ
ッ
フ
が

N
e
t
4
U
を
活
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。﹁
ケ
ア
プ
ラ
ン
や
生

活
面
の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で

医
療
と
介
護
の
連
携
を
高
め
、
適

切
な
サ
ポ
ー
ト
の
提
供
に
役
立
つ

は
ず
﹂
と
三
原
医
師
。
今
の
と
こ

ろ
数
人
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
活

用
を
始
め
て
お
り
、
今
後
増
え
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

N
e
t
4
U
は
別
の
課
題
も
抱

え
て
い
る
。
運
用
開
始
か
ら
10
年

が
経
過
し
、
よ
り
使
い
や
す
く
、

多
く
の
情
報
を
分
か
り
や
す
く
整

理
で
き
る
シ
ス
テ
ム
へ
の
更
新
が

必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

現
状
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
ラ
イ

セ
ン
ス
契
約
の
関
係
で
新
し
い
機

能
を
追
加
し
た
り
、
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
を
改
変
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め

﹁
何
と
か
費
用
工
面
し
、
本
年
度

中
に
実
施
の
め
ど
を
つ
け
た
い
。

更
新
す
る
な
ら
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
で
は
な
く
、
自
由
度
や
柔
軟
性

の
高
い
新
シ
ス
テ
ム
へ
の
切
り
替

え
を
想
定
し
て
い
る
﹂
と
語
る
。

　

N
e
t
4
U
を
運
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
地
域
の
医
療
、
福
祉

関
係
者
が
効
率
よ
く
情
報
を
共
有

で
き
、
互
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
も
活
発
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
そ
れ
を
可
能
に
す
る
の
は

﹁
顔
が
見
え
る
関
係
が
基
盤
に
し

っ
か
り
と
あ
れ
ば
こ
そ
﹂
と
三
原

医
師
は
強
調
す
る
。﹁﹃
患
者
に
よ

り
質
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
た

め
に
努
力
す
る
﹄
と
い
う
理
念
を

あ
ら
た
め
て
伝
え
、
地
域
に
根
差

し
た
医
療
、
福
祉
の
連
携
を
実
現

し
た
い
﹂
と
展
望
す
る
。
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　Net4U は、医療機関、訪問看護ステーション、介護施

設、薬局などが施設や職種の垣根を越えて連携しなが

ら、市民に安全で効率的な医療を提供するため、経済

産業省の「先進的 IT 活用による医療を中心としたネッ

トワーク化推進事業」の採択を受けて鶴岡地区医師会

が開発。2002 年 1月に運用を始めた。

　電子カルテは、患者本人の同意のもとに作成し、同

医師会内にあるサーバーで一括管理している。カルテ

を閲覧したり、内容を追加記載できるのは、患者が利

用している医療機関や訪問看護ステーションなどの

施設の担当者に限られ、情報が外部に漏れないような

対策も施している。

　10年度には、ウェブカメラを使った会議システム機

能を追加。現場に携帯できる医療用端末パソコンを導

入し、在宅医療、介護の関係者同士が現場で打ち合わ

せしたり、医師が遠隔診療できる環境を整えた。ただ、

これまで 10回程度の活用事例があるものの、日常的に

使う状況になるのはまだこれからという。

Net4U（ネット･フォー･ユー）

医
療
と
介
護
の
連
携
に
期
待


